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【手続補正書】
【提出日】平成27年3月23日(2015.3.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液で満たされた眼内レンズを、送達または貯蔵装置内に装填する方法であって、
　光学部および周辺部を備える、液で満たされた眼内レンズを提供するステップと、
　装填器具を用いて、前記周辺部の第２の部分よりも可撓性の低い前記周辺部の第１の部
分に対して、装填力を加えるステップであって、前記装填する方法が前記周辺部の前記第
２の部分に装填力を加えることがない、ステップと、
　前記眼内レンズを、前記装填器具を用いて送達または貯蔵装置内に装填するステップと
、
を含む方法。
【請求項２】
　前記装填力を加えるステップが、前記周辺部の前記第１の部分に対して、略遠位方向の
力を加えるステップを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　装填する前記ステップが、前記眼内レンズの少なくとも一部を変形させるステップを含
む、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記周辺部が、前記光学部と流体連通しており、また前記周辺部の前記第１の部分が前
記光学部に結合され、前記周辺部の前記第２の部分が前記第１の部分から延びる、請求項
１に記載の方法。
【請求項５】
　液で満たされた眼内レンズを送達または貯蔵装置内に装填する方法であって、
　光学部および第１のハプティックを備える液で満たされた眼内レンズを提供するステッ
プであって、前記第１のハプティックが、前記光学部に結合された接続部、および前記接
続部から延びる第２の部分を備える、ステップと、
　前記第１のハプティックの前記第２の部分に装填力を加えることなく、装填器具を用い
て前記第１のハプティックの前記接続部に対して装填力を加えるステップと、
　前記眼内レンズを送達または貯蔵装置内に装填するステップと、
を含む方法。
【請求項６】
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　前記液で満たされた眼内レンズを、装填装置のレンズ配置領域内に配置するステップを
さらに含む、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記装填力を加えるステップが、前記光学部および前記接続部に対して、略遠位方向の
力を加えるステップを含む、請求項５に記載の方法。
【請求項８】
　前記装填するステップが、前記眼内レンズの少なくとも一部を変形させるステップを含
む、請求項５に記載の方法。
【請求項９】
　液で満たされた眼内レンズを送達装置から展開する方法であって、
　前記眼内レンズをカートリッジ内に装填するステップであって、該装填するステップが
、前記眼内レンズのハプティックの、該ハプティックが前記眼内レンズの光学部に結合し
ているところに装填力を加えるステップを備える、ステップと、
　前記カートリッジを通して液を送るだけで、前記眼内レンズを前記カートリッジの外へ
と前進させるステップと、
を含む方法。
【請求項１０】
　前記ハプティックが前記光学部に結合しているところは、前記眼内レンズの周辺部の第
２の部分よりも可撓性が低い、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記眼内レンズを前記カートリッジ内に装填するステップは、ハプティック本体部分に
装填力を加えることを備えない、請求項１０に記載の方法。
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